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 論文審査の結果の要旨
 加藤信樹の論文は,マデュロペプチンクロモフォアの合成研究に関する六章から構成されている。タ
 ンパク質一クロモフォア複合型抗種瘍性抗生物質マデュロペプチンのクロモフォアは,不安定で真の構造
 はまだ明らかにされていない。しかし,単離途中でメタノールが付加した化合物は,高歪み9員環ジイ
 ン骨格に15員環マクロラクタムが結合した独特の構造を有する。有機合成化学の合成標的として極めて
 興味深い天然有機化合物である。著者は,メタノール付加体の全合成に挑戦し,主要な問題を解決した。
 第1章では,マデュロペプチンの構造と化学性,生物活性,その分子機構,および合成化学.上の解決
 すべき問題について解説した。
 第二章では,マデュロペプチンクロモフォアの主要構成フラグメント,すなわちジメチルサリチル酸,
 アミノ糖や高度に修飾された2一ヒドロキシー3一フェニルプロピオン酸部のエナンチオ選択的合成に成功し,
 更にエンジインコア部の合成法も開発した。
 第三章では,モデル化合物を用いて9員環ジインコア構築を検討した、一
 第四章では,アトロプ選択的なアンサマクロラクタム構築法を開発した。パラジウム触媒によるアル
 キンとビニルヨウ化物との分子内カップリングは,期待する大環状生成物を与えなかった、,しかし,ペ
 ンタフルオロフェノールによる活性化エステルを用いたマクロラクタム化は非常に効率良く進行し,し
 かも天然型のアトロプ異性体を収率良く与えることを見いだした。
 第五章では,天然型アトロプ異性構造を有するマクロラクタムを備えたアルデヒドとアルキン問の分
 子内環化反応を検討した。塩基性の低い条件下に2価クロムを用いて檜山・野崎・岸反応によって9員
 環を見事に構築した。しかし,9員環エキソオレフィンとアトロプ構造が反応中に異性化し,新たに解
 決すべき問題であることを明らかにした、、
 第六章では,著者の研究成果を総括した。
 翔、上,本研究は,有機合成化学および天然物合成化学の分野に画期的な貢献をするもので,著者が自
 立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している。従って,加藤信樹提
 出の論文は,博士(理学)の学位論文として合格と認める。
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